粟屋憲太郎先生の略歴と主要業績 (粟屋憲太郎教授退職記念号) by unknown
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粟屋憲太郎先生の略歴と主要業績【略歴】
一九四四年六月一一日 　千葉県に生まれる
【学歴】
一九六三年三月 　東京教育大学附属駒場高校卒業一九六三年四月 　東京大学文科三類入学
 
一九六八年三月 　東京大学文学部国史学科卒業一九六九年四月 　東京大学人文科学研究科国史学専攻修士課程入学一九七 年三月 　東京大学人文科 研究科国史 専攻修士課程修了一九七 年四月 　東京大学人文科 研究科 専攻博士課程入学一九七三年三月 　東京大学人文科 研究 国史 専攻博士課程中退
【職歴】
一九七三年四月 　神戸大学教養部専任講師（一九七六年一月まで）一九七六年二月 　神戸大学教養部助教授
  （一九七六年三月まで）
一九七六年四月 　立教大学文学部史学科助教授
  （一九八三年三月まで）
一九八三年四月 　立教大学文学部史学科教授
  （二〇〇六年三月まで）
一九九〇年四月 　立教大学文学部史 科長（一九九二年三月まで）一九九五年四月 　立教大学大学院 研究科史学 攻主任 九七一九九九年四月 　立教大学史学会会長（二〇〇〇 まで）二〇〇六年四月 　立教大学文学部史 科日本史 専修
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史苑（第七一巻第一号）
　　研 　究 　業 　績
  （二〇一〇年三月六日現在）
【著書・共編著】
1『ドキュメント昭和史２
  満州事変と二・二六』 〔編著〕 （平凡社、一九七五年二月）
2『東京裁判』 〔解説〕 （大月書店、一九八〇年八月）3『資料日本現代史２』 〔編著〕 （大月書店、一九八〇年一〇月）4『資料日本現代史３』 〔編著〕 （大月書店、一九八一年五月）5『昭和の歴史６ 　昭和の政党』 〔単著〕 （小学館 三 三月）『資料日本現代史９ 　二・二六事件前後の国民動員』 〔共編・解説〕 （大月書店、一九八四年一月）『木戸幸一尋問調書』 〔共編〕 （大月書店、一九八七年一月）8『昭和の歴史６ 　昭和の政党』 〔単著〕 （小学館、一九八八年 月）※小学館文庫9『東京裁判論』 〔単著〕 （大月書店、一九八九年七 ）10『十五年戦争極秘資料集
  第
18集』 〔共編・解説〕 （不二出版、一九八九年八月）
11『日本近代史の虚像と実像』 〔共編〕 （大月書店、一九八九年一一月～ 九 二
　　※第一～四巻（全四巻）
12『徹底検証
  昭和天皇「独白録」 』 〔共著〕 （大月書店、一九九一年三月）
13『昭和初期の天皇と宮中
  侍従次長河井弥八日記』 〔共編〕 （岩波書店、一九九三年六月～一九九四年九月）
　　※第一～六巻（全六巻）
14『国際検察局
(
ＩＰＳ
)
尋問調書』 〔編集・解説〕 （日本図書センター、一九九三年八月）
　　※第一～五二巻（全五二巻）
15『戦争責任・戦後責任
  日本とドイツはどう違うか』 〔共著〕 （朝日新聞社、一九九四年七月）※朝日選書
1『昭和の歴史６ 　昭和の政党』 〔単著〕 （小学館、一九九四年八月）※小学館ライブラリー1『東京裁判への道
  ＮＨＫスペシャル』 〔共著〕 （日本放送出版協会、一九九四年九月）
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18『未決の戦争責任』 〔単著〕 （柏書房、一九九四年九月）19『東京裁判資料・田中隆吉尋問調書』 〔共編〕 （大月書店、一九九四年一一月）
 
20『敗戦時全国治安情報』 〔共編・解説〕 （日本図書センター、一九九四年一一月） （国際検察局押収重要文書１）
　　※第一～七巻（全七巻）
21『太平洋戦争期内務省治安対策情報』 〔編集代表〕 （日本図書センター、一九九四年） （国際検察局押収重要文書２）
　　※第一～八巻（全八巻）
22『石原広一郎関係文書』 〔共編〕 （柏書房、一九九四年一二月） 　※上・下巻（全二巻）23『十五年戦争期の政治と社会』 〔単著〕 （大月書店、一九九五年 月）24『年報・日本現代史』 〔共編〕 （東出版、一九九五年五月）※第三号から出版者変更→現代史料出版、現在第一四号
　　まで刊行
25『昭和二〇年一九四五年
  最新資料をもとに徹底検証する』 〔共著〕 （小学館、一九九五年六月）
2『水野広徳著作集』 〔共編〕 （雄山閣出版、一九九五年七 ） 　※第一～八巻（全八巻）2『内務省新聞記事差止資料集成』 〔共編・解説〕 （日本図 センター 六 一 （国際検察局押収重要文書３）
　　※第一～一三巻（全一三巻）
28『日本軍の化学戦
  中国戦場における毒ガス作戦』 〔解説〕 （大月書店、一九九六年六月）
29『レーリンク判事の東京裁判
  歴史的証言と展望』 〔解説〕 （新曜社、一九九六年八月）
30『現代史発掘』 〔単著〕 （大月書店、一九九六年一二月）31『戦時新聞検閲資料』 〔共編・解説〕 （現代史料出版、一九九七年六月）※第一～ 巻、別冊 全 六巻）32『昭和天皇二つの「独白録」 』 〔 日本放送 協会、一九九八年七月）33『敗戦前後の社会情勢』 〔共編・解説〕 （現代史料出版、 九九八年一二月～一九九九年七月）※第一～七巻（全七巻）34『東京裁判への道
  国際検察局・政策決定関係文書』 〔共編・解説〕 （現代史料出版、一九九九年三月）※全五巻
35『対ソ情報 資料』 〔共編・解説〕 （現代史料出版、一九 年九月）※第一～四巻 全四巻）
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3『日中戦争対中国情報戦資料』 〔共編・解説〕 （現代史料出版、二〇〇〇年一月～二〇〇〇年六月） 　※第一～一〇巻、
　　別冊（全一一巻）
3『東京裁判と国際検察局
  開廷から判決まで』 〔共編〕 （現代史料出版、二〇〇〇年七月）※第一～五巻（全五巻）
38『中国山西省における日本軍の毒ガス戦』 〔編著〕 （大月書店、二〇〇二年一二月）39『東京裁判
  英文文献・研究ガイド』 〔監修〕 （現代史料出版、二〇〇五年五月）
40『言論・出版・集会・結社等臨時取締法制定資料』 〔共編・解説〕 （現代史料出版、 五年六月）41『東京裁判への道』上・下巻（全二巻） 〔単著〕 （講談社、二〇〇六年七月～二〇〇六年八月）※講談社選書メチエ42『昭和の政党』 〔単著〕 （岩波書店、二〇〇七年一一月） 　※岩波現代文庫
【論文】
1「大木操著『大木日記』について」 『歴史学研究』 （第三五六号、一九七〇年一 ） 　2「日本ファシズムの形成と戦争準備体制の特質一九三三年を中心に」 『歴史学研究
  別冊特集』 （一九七一年一〇月）
3「ファシズム論
  日本ファシズムと官僚制」 『世界史における一九三〇年代』 （青木書店、一九七一年）
4「一九三六、 三七年総選挙について」 『日本史研究』 （第一四六号、 九七四年一 月）5「戦時下の民衆」 『日本民衆 歴史９ 　戦争と民衆』 三省堂、一九 年）「日本ファシズムと統一戦線」 〔共著〕 『現代歴史学の成果と課題４』 （青木書店、一九七五年）「回顧と展望
  追加
  日本・近代
  ５」 『史学雑誌』 （第八四編、第九号、一九七五年九月）
8「治安維持法時代の一断面」 『日本史研究』 （第一六六号、一九七六年六月）9「国民動員と抵抗」 『岩波講座日本歴史
21』 （岩波書店、一九七七年一月）
10「ファショ化と民衆意識」 『体系
  日本現代史１』 （日本評論社、一九七八年）
11「戦争犯罪裁判と現代史研究」 『歴史学研究』 （第四五三号、一九七八年二月）12「日本敗戦と旧支配体制の解体 〔共著〕 『 学研究
  別冊特集』 （一九七九年）
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13「太平洋戦争期の日本の宣伝政策」 『歴史学研究』 （第四九五号、一九八一年八月14「張作霖爆殺の真相と鳩山一郎の嘘」 『中央公論』 （第九七巻、第九号、一九八二年九月）15「東京裁判の被告はこうして選ばれた」 『中央公論』 （第九九巻、第二号、一九八四年二月）1「東京裁判の影」 『東京裁判を問う
  国際シンポジウム』 （講談社、一九八四年七月）
1「 『徳川義親日記』と三月事件」 〔共著〕 『中央公論』 （第九 巻、第七 四 七 ）18「 『大東亜戦争』と徳川義親」 〔共著〕 『中央公論』 （第九九巻、第八号 一 八四年 月）19「東京裁判への道１～
2」 『朝日ジャーナル』 （第二六巻、第四二号～第二七巻、第一五号、一九八四年一〇月
　　一二日～一九八五年四月一二日）
20「戦前日本における化学兵器 研究・開発について」神戸大学近代発行会『近代』 （第六 五 三21「毒ガス作戦の真実
  最新の資料から」 〔共著〕 『世界』 （第四七九号、一九八五年九月）
22「東南アジア民衆史を歩く
  鶴見良行論」 『思想の科学』 （第七次、第六六号、一九八五年九月）
23「日本政府が忘れたこと
  『日本国との平和条約第
11条』考」 『思想の科学』 （第七次、第七二号、一九八六年二月）
24「東京裁判と天皇」 『法学セミナー
  増刊
  総合特集シリーズ』 （第三三号、一九八六年五月）
25「東京裁判シンポジウムの記録２ 　歴史としての東京裁判 『法と民主主義』 （第二一八号、一 八七年六月）2「旧日本軍の毒ガス戦」神奈川大学人文学会『人文 』 （第一〇八号、一九九〇年一 月）※講演記録2「今、戦争犯罪裁判を考える」 『 苑』 （第五二巻、第一号、一九九一年八月）28「いま、未決の戦争責任 は
  謝罪・補償要求と細菌・毒ガス戦問題を中心に」 『世界』 （第五五八号、一九九一年九月）
29「半世紀の歴史から何を学んだのか 朝日ジャーナル』 （ 三三巻、第五 一 一三日）30「歴史家・粟屋憲太郎の『現代への視線』１～４」 『
B
ru
tu
s 』 （第一三巻、第五号～第八号、一九九二年三月一五日～
　　五月一日）
31「十五年戦争と戦争犯罪裁判
  中国を中心に」 『静岡県近代史研究』 （第一八号、一九九二年一〇月）
32「沖縄、中国との『
20年』
  日本の戦後雑感」 『思想の科学』 （第七次、第一五八号、一九九二年一一月）
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33「東京裁判極限の人間ドラマ
  国際検察局尋問調書・資料
10万ページ全文入手」 『
T
H
IS
 IS
  読売』 （第四巻、第五号、
　　一九九三年八月）
34「敗戦日本の治安情報二〇〇〇ページを読む、玉音放送は、敵の謀略だ。混沌と疲弊の焦土に立ち、国民はその時…」
　　〔共著〕 『
T
H
IS
 IS
  読売』第五巻（第八号、一九九四年一一月）
35「占領・被占領」 『岩波講座日本通史
19』 （岩波書店、一九九五年三月）
3「資料紹介
  敗戦直後の神奈川県下の動向を示す警察資料」 『市史研究よこはま』 （第九号、一九九七年）
3「自薦
  『日本軍の化学戦』 」 『週刊金曜日』第六巻（第三号、一九九八年一月二三日）
38「帝国の戦争に反対する
  日本占領研究者の訴え
  イラク戦争・占領は歴史を無視する計画である」 〔共著〕 『世界』
　　（七一二号、二〇〇三年四月）
39「東京裁判と『克服されざる過去化』 」 『週刊金曜日』 （第一三巻、第五一号、二〇〇五年一二月二三日）40「東京裁判開廷
0年」 『本』 （第三一巻、第八号、二〇〇六年八月）
41「東京裁判とは何か」 〔共著〕 『現代思想』 （第三五巻、第一〇号、二〇〇七年八月）
【書評】
1「伊藤隆『昭和期の政治』 」 史学雑誌』 （第九四編、第一 号、一九八五年 二月）2「アーノルド・Ｃ・ブラックマン 東京裁判』 」 『朝日ジャーナル』 （ 三三巻 第四七号、 九九一年一一月 五日）
【その他】
1「占領史から現代を考える
  大国意識で見えなくなったもの」 『エコノミスト』 （第六二巻、第三三号、一九八四年八
月一四日・二一日） 　※鶴見俊輔・袖井林二郎両氏との座談会
2「現代史をつかみとる難しさ
  『南京事件』 『東京裁判』を軸に」 『朝日ジャーナル』 （第二六巻、第四二号、一九八四
年一〇 二 　※大西巨人・本多勝一両氏との座談会
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3「日本人としていま生きること」 『婦人之友』 （第八〇巻、第一号、一九八六年一月）※鶴見俊輔・佐竹そな江・金纓
各氏との座談会
4「何も変わらなかった半世紀
  哲学なき国家がやどす成り行き体質」 『月刊
A
sah
i 』 （第三巻、第一三号、一九九一年
一二月）
 
　※西木正明氏との対談
5「福島みずほのいま会いたい
  いま話をしたい
  今月のゲスト・粟屋憲太郎さん」 『社会民主』 （第六一九号、二〇〇六
年一二月）
 
　※福島みずほ氏との対談
